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２● 広報 とまり   ２０１１年１０月号 ●

泊
村
の
最
高
齢
者

泊
村
の
米
寿
該
当
者

（
88
歳
）大
正
12
年
生
ま
れ
の
方

（
88
歳
）大
正
12
年
生
ま
れ
の
方

　

９
月
16
日
（
金
）、
平
成
23
年
度
泊

村
敬
老
会
が
泊
村
公
民
館
で
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
対
象
者
は
４
０
２
名
（
男

１
３
０
名
、
女
２
７
２
名
）
で
、
こ

の
う
ち
会
場
に
は
１
４
４
名
の
方
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
牧
野
村
長
の
挨
拶
、

次
い
で
今
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方

の
ご
紹
介
後
、
村
議
会
議
員
よ
り
出

席
者
全
員
に
敬
老
祝
金
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
来
賓
を
代
表
し

宇
留
間
議
会
議
長
の
祝
辞
の
後
、
祝

宴
が
お
こ
な
わ
れ
、
料
理
・
飲
み
物

の
も
て
な
し
を
受
け
、
ス
テ
ー
ジ
で

の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
を
楽
し
ん
で
、

心
温
ま
る
敬
老
会
の
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

茅 

沼 

地 

区　
　

則
田　

幹
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　

   

綱
渕　

ウ
メ
さ
ん

む 

つ 

み 

荘　
　

山
㟢
せ
い
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　

   

川
元
千
代
秋
さ
ん

男
性　

む
つ
み
荘　

清
水　

清
松
さ
ん

　
　
　
　
　

99
歳　

明
治
45
年
生
ま
れ

女
性　

む
つ
み
荘　

萬
谷　

ギ
ン
さ
ん

　
　

   

１
０
４
歳　

明
治
40
年
生
ま
れ

▲牧野村長の挨拶▲牧野村長の挨拶

▲祝宴のひととき▲祝宴のひととき ▲祝宴のひととき▲祝宴のひととき

▲歌謡ショー▲歌謡ショー

 いつまでもお元気な笑顔を いつまでもお元気な笑顔を
平成23年度 泊村敬老会平成23年度 泊村敬老会

祝長寿祝長寿



３ ● 広報 とまり   ２０１１年１０月号 ●

平成２３年８月２７日平成２３年８月２７日
交通死亡
事故ゼロ１０００日達成!!交通死亡
事故ゼロ１０００日達成!!

村内での交通安全活動を紹介します村内での交通安全活動を紹介します

▲交通安全街頭啓発▲交通安全街頭啓発 ▲とまり保育所園児や高齢者への交通安全教室▲とまり保育所園児や高齢者への交通安全教室

▲泊村商工会女性部のみなさんから「交通安全の鈴」の寄贈▲泊村商工会女性部のみなさんから「交通安全の鈴」の寄贈 ▲交通安全車両パレード▲交通安全車両パレード

　

こ
の
た
び
、
泊
村
内
で
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
日
数
が

８
月
27
日
（
土
）
で
１
０
０
０
日
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

８
月
30
日
（
火
）
に
は
、
村
長
室
で
表
彰
の
伝
達
式

が
お
こ
な
わ
れ
、
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
の
表
彰
状

が
後
志
総
合
振
興
局
局
長
か
ら
村
長
へ
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

牧
野
村
長
は
、「
村
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
各
交
通
安

全
関
係
団
体
の
日
頃
か
ら
の
交
通
安
全
に
対
す
る
ご
努

力
、
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ゼ
ロ
の
日

が
継
続
す
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。」
と
喜
び
を
語
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　



４● 広報 とまり   ２０１１年１０月号 ●

　雨のため保育所前グランドから泊中学校体育館に会場を変更して、とまり保育所運動会が開催されました。
　はとぽっぽ体操で、体をほぐした子ども達は、かけっこやお遊戯、玉入れ、綱引きなど、競技に全力投球です。
応援に駆けつけたお父さんやお母さん、おじいちゃんおばあちゃんたちでいっぱいの会場を大いに沸かせてい
ました。

第42回とまり保育所運動会９
４

　泊中学校前で父母や先生に見送ら
れながら、３年生が２泊３日の日程
で修学旅行に出発しました。全日空
機体工場見学、鎌倉・東京お台場で
の自主研修、浅草散策など、たくさ
んの思い出や、支えてくだ
さった方々への感謝の
気持ちを持つことがで
き、充実感いっぱい
の旅になりました。

泊中学校修学旅行出発式
９

７

　園児たちによるじゅがいも掘りが、保育所となりの
畑で行われました。うねに沿って並び、みんなで夢中
になって土を掘り返していくと、いろいろな大きさや
形のじゃがいもが次々に出できて、歓声を上げていま
した。さっそく、採れたてのじゃがいもを蒸かしてみ
んなで試食しました。

９
８

ニ コニ コ 元気ニコニコ トピックストピックス村海海日日 本本 ニ コニ コ 元気気元気ニコニコ トピックストピックス村村村

とまり保育所じゃがいも掘り



５ ● 広報 とまり   ２０１１年１０月号 ●

　泊中学校２年生（15人）は、泊村総合福祉センター
と老人ホームむつみ荘で、ボランティア活動、敬老会
のお手伝い、高齢者擬似体験などを行いました。
　高齢者擬似体験では、福森改築指導専門員のもと行
われ、高齢者擬似体験セット（耳栓や特殊眼鏡、荷重
チョッキなど）を装着して、電話帳を調べたり、階段
の上り下りなどを行ったりして高齢になったときの身
体的機能の低下や、心理的変化を体験しました。
　この経験を活かして、街中で、荷物を重そうにして
いる人がいたら持ってあげたり、お手伝いが出来るよ
うになりました。

９
15

　泊小学校３年生が、村内の施設をめぐり実際に体験
して、郷土“泊村”の歴史や文化などを学習しました。
　とまりん館では、泊で発掘された土器などに触れ、
昔の泊村について学び、泊製甲所では、安全靴の製造
過程について勉強し、鰊御殿とまりでは、鰊漁で栄え
た往時の様子を貴重な展示品を通じて学習しました。
　見て、聞いて、触れて、あらためてふるさとを体験
することが出来たのではないでしょうか。

ふるさと体験学習

泊中学校２年生ワークキャンプ

９
14

　泊村公民館大ホールで北海道巡回小劇場が開催さ
れ、泊小中学校全校児童157名が迫力ある生の演劇ス
テージを鑑賞しました。
　芸術鑑賞の機会を提供して豊かな情操を養うため、
泊村教育委員会主催により企画されたものです。
　演劇は劇団風の子による「12の月の物語」を観劇。
　児童らはステージを間近で楽しみ、物語の世界にみ
んな吸い込まれたようでした。

９
21 平成23年度北海道巡回小劇場

　スポーツを通じて親睦を深め、健康増進を図ること
を目的に毎年開催されている泊村民スポーツ大会。今
年で40回目を数える今大会は、混合バレーボール・
ソフトボール・ママさんバレーボール・グランドゴル
フ・パークゴルフ競技５種目で、地区別対抗戦形式で
行われました。参加者は、心地よい汗をかきながら、
各競技熱戦が繰り広げられました。
　（９月24日開催予定でした、ミニバレーボール競技
は中止となりました。）

第40回泊村民スポーツ大会
９

15～24

むつみ荘での
高齢者
疑似体験

▲

ソフト
ボール

▲

混合
バレー
ボール

▲

▲



６● 広報 とまり   ２０１１年１０月号 ●

泊発電所の状況
■泊発電所１号機
（定格電気出力57万９千キロワット）
・第17回定期検査中　期間：平成23年４月22日～

・第16回定期検査中　期間：平成23年８月26日～

■泊発電所２号機
（定格電気出力57万９千キロワット）

・定格熱出力一定で運転中

■泊発電所３号機
（定格電気出力91万２千キロワット）

　10月17日（月）～10月23日（日）は「秋の行政相談週間」です。行政相談週間にちなんで、次のとおり、特設
行政相談所を開設します。毎日の暮らしの中で、国の役所や特殊法人などが行っている仕事について、困ってい
ること、納得できないこと、意見をお持ちの方は、お気軽においでください。相談は無料で、秘密は守られます。

■日　時：平成23年10月18日（火）午後１時から午後４時まで　　■場　所：泊村公民館
■行政相談委員：高橋　巖一（たかはし　いわかず）
■相談内容：年金、老人保健・福祉、道路、登記、郵便、消費者保護、雇用保険、役所の窓口サービス等

特 設 行 政 相 談 所 を 開 設 い た し ま す

※P６は平成23年度広報・安全等対策交付金事業により作成しております。

　泊村長寿者褒賞条例に基づき、村内で長年にわたり、地域社会の発展に貢献された御高齢
者に対し、長寿のお祝い金として支給しております。９月４日に満９５歳を迎えられた茅沼地
区の古澤ツヱさんへ、また、９月１６日に満９０歳を迎えられた糸泊地区の久々江照子さんへ、
村から、お祝い状とお祝い金が手渡されました。
　これからも健康に気をつけて、お元気で過ごしてください。

いつまでもお元気で!!　長寿祝い金（長寿者褒賞）いつまでもお元気で!!　長寿祝い金（長寿者褒賞）

長寿祝い金（長寿者褒賞）についてのお問合わせ　泊村役場住民福祉課  TEL７５－２１３４

村内に引き続き30年以上住所を有し、かつ、現に
10年以上居住している方。

資格要件◎90歳に達した方………35万円
◎95歳に達した方………35万円
◎100歳に達した方……30万円

長寿祝い金（長寿者褒賞）について

茅沼地区　古澤　ツヱさん（95歳）茅沼地区　古澤　ツヱさん（95歳） 糸泊地区　久々江照子さん（90歳）糸泊地区　久々江照子さん（90歳）
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　この講演会は泊村が主催で、正しい気象と防災につい
て学び、地域防災力の向上を図ることを目的に、泊村公
民館で開催されました。
　札幌管区気象台土砂災害気象官　浅井氏は、「最近は狭
い範囲に短時間で集中的に降る雨が多く、一般的な低気
圧による雨と違い、発生予測が難しく、また短時間に大
きな被害をもたらすので、自分たちの地域の気象の変化
に注意して対応してほしい。」と話されました。
　参加者の皆さんは、熱心に講演を聴かれ、災害に対する心構えを新たにしていました。

　

今
年
の
土
日
祝
日
は
雨
に
あ
た
る
日
が
多
い
な
と
感

じ
ま
す
。
せ
っ
か
く
札
幌
に
来
た
の
で
、
休
み
の
日
は

あ
ち
こ
ち
出
か
け
て
み
よ
う
と
思
っ
て
は
い
る
の
で
す

が
、
な
か
な
か
外
出
日
和
り
と
な
る
よ
う
な
日
が
少
な

い
せ
い
か
、
残
念
な
が
ら
今
の
と
こ
ろ
と
く
に
脚
を
延

ば
せ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と

な
る
の
で
、
休
み
の
日
が
好
天
に
恵
ま
れ
ま
す
よ
う
に

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
雨
は
仕
事
に
も
影
響
し
て
い
て
、
８

月
26
日
、
東
京
か
ら
出
張
で
帰
る
日
の
羽
田
空
港
で
飛

行
機
に
搭
乗
し
て
間
も
な
く
、
雷
雨
が
激
し
く
な
っ
て

き
て
50
分
遅
れ
で
離
陸
し
て
帰
っ
て
き
た
り
、
９
月
２

日
も
出
張
で
幌
延
町
へ
向
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
途
中

浜
益
付
近
で
大
雨
の
た
め
通
行
止
め
と
な
っ
て
お
り
、

新
十
津
川
町
へ
抜
け
る
道
で
迂
回
を
し
、
予
定
を
１
時

間
ち
か
く
オ
ー
バ
ー
し
た
り
と
い
う
目
に
遭
い
ま
し

た
。

　

昨
年
は
７
月
29
日
の
大
雨
で
泊
村
も
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
雨
の
影
響
で
日
本
各
地
で
災
害
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
防
災
に
対
し
て
の
意
識
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

遣

札

使

記
～第４回～

北
海
道
経
済
産
業
局 

行
政
事
務
研
修
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
　
　
肇

気象と防災講演会が開催されました気象と防災講演会が開催されました

　地球の空気には二酸化炭素などの温室効果ガス（地球から宇宙に出ていく熱を吸収するガ
ス）があってこのおかげで表面温度は＋１４℃位に保たれていますが、なくなると－１９℃位に
なります。温室効果ガスは過去６５万年間、氷期と間氷期の間で約１０万年ごとに増減を繰り返

してきましたが、近年の人間活動により
急激に増え、温室効果が強まり地球が温
暖化しているのです。観測データから地
球の平均気温は１００年間で約０.７℃、北海
道では約０.９℃上がっていることがわかっ
てきました。地球温暖化が今の速さで進
み地球の平均気温が２℃以上あがると生
態系が大きく変わると考えられています。

地球温暖化の話地球温暖化の話

８月３０日

年平均
５年移動平均
年平均の変化傾向

北海道の気温の変化
１.５

０.０

－１.５

－３.０

℃

年
１８９０ １９２０ １９５０ １９８０ ２０１０

最
新
平
年
値
か
ら
の
差



くらしの告知板くらしの告知板くらしの告知板
役場　緯75～２０２１

　高校、大学等への入学時、在学中にかかる費用を対象
とした公的な融資制度です。
【融 資 額】学生１人あたり300万円以内
【利　　率】年2.85％（母子家庭は年2.45％）
　　　　　  （固定金利、平成23年９月９日現在）
【返済期間】15年以内（交通遺児家庭や母子家庭の方は

18年以内）
【詳　　細】教育ローンコールセンター
　　　　　　  TEL 0570－008656
　　　　　　日本政策金融公庫　小樽支店
　　　　　　  TEL 0134－23－1167

国の教育ローン国の教育ローン

日　程　11月１･４･８･11･15･18･22･25日　合計８日間
時　間　18：30～20：30
内　容　ワードを使って様々な作品づくりにチャレンジ

します。メッセージカード、連絡網、さらには
画像を貼り付けチラシ作成まで学習します。年
賀状作成の参考にもなります。

受講料　＠12,000円（テキスト代・消費税込み）
定　員　10名（３名以下の場合は中止となる場合がございます）

受講生募集のお知らせ受講生募集のお知らせ

お問い合わせ
・岩内地域人材開発センター
　　岩内町字東山８番地の16　TEL 0135－62－2183

◆パソコン教室　ワード応用講座

日　程　10月22日（土）
時　間　10：00～13：00
内　容　手打ちそばの体験と試食
受講料　＠1,000円
定　員　15名（先着順）
締　切　10月17日（月）
備　考　講座の詳細については当センターまでお問い合

わせください

◆そば打ち教室

　交通事故による死者数は年々減少傾向にあるものの、
平成22年の事故発生件数は約72万件、死傷者数は約89
万人と、国民の誰もが交通事故の被害者にも加害者にも
なり得る極めて深刻な状況となっています。
　交通事故は車社会の負の部分であり、被害者にとって
も加害者にとっても悲惨な結果をもたらすものです。
　自賠責保険・共済は、すべての自動車の保有者に、自
動車１台ごとに加入が義務づけられており、基本的にす
べての加害者の賠償責任を担保するとともに、すべての
被害者の基本的な賠償を保障する制度であり、被害者の
保護を目的としています。
　一人一人が、より一層自賠責制度の役割・重要性や、
保険金・共済金の支払いのしくみなどを十分に理解・認
識することがとても大切です。

うっかりではすまされません　自賠責!!!うっかりではすまされません　自賠責!!!

交通事故からあなたの未来を守る
自賠責保険・自賠責共済

自賠責保険・共済の有効期限は切れていませんか？　
　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本的な対
人賠償を目的として、原動機付自転車を含むすべての自動車
に加入が義務づけられており（自動車損害賠償保障法）、自賠
責保険・共済なしでの運行は法令違反ですのでご注意下さい！
　四輪車ももちろんですが、特に、車検制度のない250㏄以
下のバイク（原動機付自転車・軽二輪自動車）は、有効期
限切れ、かけ忘れにご注意を！
　なお、自賠責制度の詳しい内容は、http://www.jibai.jp
でご覧になれます。

自動車点検整備推進運動実施中自動車点検整備推進運動実施中

お問い合わせ
・北海道運輸局　札幌運輸支局
　　http://www.tenken-seibi.com

（強化実施期間　平成23年９・10月の２ヶ月間）

「あなたと地球にやさしい、
　　　　クルマの愛情点検。」
～安全と環境保全には、
　　   　点検・整備が必要です～

自動
車点検

整備推進運動

http://www.tenken-sei
bi.c
om

　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くす

べての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト等を

含む）に適用される北海道最低賃金（地域別）が次のと

おり改正されます。

北海道最低賃金北海道最低賃金
「必ずチェック 最低賃金！ 使用者も 労働者も」

最 低 賃 金 額 時間額 円

効力発生年月日

705
平成 年 月 日23 10 6

厚生労働省　北海道労働局　労働基準監督署（支署）

相 談 日 時　平成２3年１０月２6日（水）
　　　　　　　　午後１時～４時
相 談 場 所　泊村公民館　
相　談　料　無料　予約制
予約開始日　平成23年10月11日から

全道一斉すずらん無料法律
相談会のお知らせ
全道一斉すずらん無料法律
相談会のお知らせ

予約・お問い合わせ
・泊村役場 総務課  　TEL　75－2021

８● 広報 とまり   ２０１１年１０月号 ●
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　生活習慣病になる前の段階で異常を発見し、生活改善
などで予防することを目的として、村で「特定健診事業
」を実施しています。
　１年に１度の健康チェックとして、ぜひ受診してください。

国民健康保険加入のみなさまへ国民健康保険加入のみなさまへ

お問い合わせ
・泊村役場　住民福祉課保険係
　　TEL ７５－２１３２（直通）

お問い合わせ
岩内地方衛生組合じん芥処理場　TEL 62－6251

■受入停止日　10月31日(月)■■受入停止日　10月31日(月)■

不燃(粗大含む)
ごみ受入停止の
お知らせ不燃（粗大含む）

ごみ受入停止日
不燃（粗大含む）
ごみ受入停止日

年金事務相談所開設日程年金事務相談所開設日程

・岩内町　岩内地方文化センター
・開設時間は10：00～16：00とし、事前予約制です
・予約受付　小樽年金事務所お客様相談係
　　　　　　　TEL 0134－65－5002

■平成23年10月27日（木）

札幌弁護士会しりべし弁護士相談センター

10　月
12日（水）５日（水） 19日（水）26日（水）

・事前予約制

・予約受付　平日午前10時～午後４時

・岩内町高台84－３　☎ 0135-62-8373

10月の相談日程10月の相談日程

診療時間
９時～17時まで10月の

救急当番医
10月２日(日)

　　９日(日)

　　10日(月)

　　16日(日)

　　23日(日)

　　30日(日)

【査察調査とは】
　査察調査とは、悪質な脱税をしている疑いのある者に
対し、犯罪捜査に準じた方法で行われる特別な調査です。
調査に当たる国税査察官には、裁判官の発する許可状を受
けて事務所などの捜索をしたり、帳簿などの証拠物件を差
し押えたりする強制調査を行う権限が与えられています。
【査察調査の目的】
　査察調査は、悪質な脱税者に対して単に免れた税金（本
税）や重加算税等を納めさせるだけでなく、検察官への
告発を通じて懲役や罰金といった刑罰を科すことを目的
としています。
【悪質な脱税者に対する刑事責任の追及】
　検察官によって裁判所に起訴され有罪が確定すると、
懲役や罰金の刑罰が科されます。この刑罰は、10年以
下の懲役又は1,000万円（脱税額が1,000万円を超える
場合は、脱税相当額）以下の罰金となるか、あるいは懲
役と罰金の併科となります（平成22年度税制改正によ
って、脱税犯に係る法定刑の引上げが行われました）。　
　多くの納税者の方々は適正な申告・納税を行っていま
すが、一部に悪質な脱税者がいることは非常に残念なこ
とです。全国に配置されている国税査察官は、悪質な脱
税者に対して厳正な態度で臨み、その告発に全力を挙げ
ています。

国税広報　～査察の役割～国税広報　～査察の役割～

お問い合わせ
・国税庁ホームページ　www.nta.go.jp

お問い合わせ
・泊村献血推進協議会・泊村役場住民福祉課

献血にご協力をお願いします献血にご協力をお願いします

採血対象年齢　200ml　16歳～ 69歳
　　　　　　　400ml　18歳～ 69歳
　但し、65歳～ 69歳の方については、60歳～ 64歳ま
での間に献血されたことが有る方に限ります。

とき　１０月７日（金）
時　　間 場　　所

10：00～ 10：50
11：05～ 12：30
13：30～ 14：20
14：30～ 15：00
15：05～ 16：00

盃地区集会所前
泊村役場前
泊村総合福祉センター前（茅沼）
堀株バス停
とまりん館駐車場

地域の福祉、みんなで参加地域の福祉、みんなで参加

共同募金

赤い羽根募金
http://www.akaihane-hokkaido.jp/

　今年も10月１日から赤い羽根共同
募金運動が始まります。
　地域の福祉活動を支えるために、今
年も皆様のご協力をお願いいたします。

体育の日

東山クリニック

岩内大浜医院

大井内科消化器科医院

発足診療所

岩内協会病院

千葉外科医院

☎６２－７７００

☎６１－２０８１

☎６２－０９８６

☎７４－３００９

☎６２－１０２１

☎６２－０９８１



前月比

人　口世　帯

世　　帯

人　　口

男

女

泊 地 区

盃 地 区

茅沼地区

老人ホーム

渋井地区

堀株地区

　 計

人のうごき人のうごき人のうごき

地区別の世帯と人口地区別の世帯と人口

全国統一防火標語　　消したはず　決めつけないで　もう一度

再生紙を使用しています

デイ・ライト
(昼間点灯)

通年

展開
昼間点灯

デイ ライトデイ ライト

運動実施中！

交通安全交通安全
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